
















　第 106 回 ILO 総会の説明に入る前に，ILO についてご存じない方もいらっしゃるかと思います
ので，簡単にご紹介させていただきます。
　皆さまのお手元に，「みんなが，人間らしく働ける世界へ。ILO」というリーフレットを同封し









　本日のシンポジウムを共催している ILO と法政大学大原社会問題研究所は，どちらも 1919 年に
誕生いたしました。2019 年に 100 周年を迎えます。ILO は新たなる 100 年に向けて 7 つの課題を
掲げております。「仕事の未来」「貧困撲滅」「働く女性」，そしてきょう取り上げる「グリーン・
ジョブ」「労働基準」「企業」「ガバナンス」です。
　特に仕事の未来イニシアチブについては，2016 年から 2017 年の前半にかけて，各加盟国で仕事
の未来に関する国内対話が行われました。日本では「働き方の未来 2035」「働き方改革」の議論も
ありましたし，2017 年 5 月にガイ・ライダー ILO 事務局長が来日したときに，このテーマでシン
ポジウムを開催いたしました。
　皆さまのお手元にあります日本 ILO 協議会の機関紙『WORK & LIFE 世界の労働』2017 年 4 号
（通巻 37 号）では，2017 年の ILO 総会のことが書いてあるだけではなくて，来日した際のガイ・
ライダー氏の基調講演「仕事の未来」も掲載されております。ガイ・ライダー事務局長は，シェイ
＊田口晶子（たぐち・あきこ）　2016 年 2 月より国際労働機関（ILO）駐日代表。1980 年労働省（現厚生労働省）入
省，同省及び関係機関，政策研究大学院大学教授，ILO 駐日事務所次長等を歴任。2015 年 3 月厚生労働省退職。



















い未来を形成する方法について話し合われました。第 1 部では ITUC 書記長バロウ氏，IOE 事務局
長クロムヨング氏，加盟国政労使の方などが参加されたパネルディスカッションが行われました。
第 2 部ではマルタ，モーリシャス，ネパールの 3 人の女性大統領による特別講演が行われました。
　ILO は 2 年ごとに予算と事業計画が立てられますので，今年の総会では 2018 ／ 19 年度の事業計




























イベントが，6 月 12 日に行われました。
　以上，簡単ですが，ILO の現在の立ち位置を最初にご説明させていただき，今年の ILO 総会の
概要をご紹介させていただきました。どうもありがとうございました。（拍手）
